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『
安
芸
厳
島
縁
記
』

解
題

・
翻
刻

石

川

透

解
題

 

こ

こ
に
紹

介

す
る

『
安
芸
厳

島
縁

記
』

は
、
本
誌

第
十

九
号

に
紹

介

し

た

『
い

つ
く
島
縁

起

(上
)
』

と
は
別

の
、

安

永

二
年

の
書

写
奥

書

を

も

つ
写

本

で
あ

る
。
第

十

九
号

に
も

記

し
た

よ
う

に
、

『
厳
島

の
本

地

』

に

は
、

江
戸
時

代

の
写
本

が
多

く
現
存

し
、

こ
れ
ら

以
外

に
も
、

筆
者

の
手

元

に
は
、
写

本

が
あ

る
。
本
書

は
、

『
い

つ
く

島
縁
起

(上
)
』

と
同

じ
く

、

「増
訂
室

町
時

代

物
語

類
現

存
本

簡
明

目
録

」

の

い
う
、

C
類

本

に
属

す

る
よ
う

で
あ

る
が
、
本

文
的

に
は
独
自

な
部

分
も
多

い
。

 
本

書

の
書

誌

は
、
以

下

の
通
り

で
あ

る
。

 

 
所
蔵
、

架
蔵

 

 
形
態
、

袋

綴
、

一
冊

 

 
時
代

、
安

永

二
年

写

 

 
寸
法
、

竪

二
四

・
七
糎
、

横

一
七

・
二
糎

 

 
表
紙
、

茶
色

表
紙

 

 
外
題

、
「
芸

州
厳

島
縁
記

」

と
打

付

け
書

き

 

 
扉
題

、
「
芸

州
厳

島
縁
記

」

 

 
内
題

、

「安

芸
厳

島
縁
記

」

 

 
料
紙

、
斐
楮

交
漉

紙

 

 
丁
数

、

二
四
丁

 

 
行
数

、

一
二
行

 

 
字
高

、
約

二
〇

・
五
糎

 

翻
刻

に
際
し

て
、
本

文
は
底
本

の
お
も

か
げ

を
残
す

よ
う

に
努

め
た

が
、

漢
字

・
異
体
字

は

お
お

む
ね
現
行

書
体

に
改

め
た
。

ま

た
、
私

に
句

点

・

読

点

・

「
 
」

『

』
括

弧

等

を
記

し
、

改
行

も

加

え

て
読
解

の
便

宜

を

は

か

っ
た
が
、

煩
項

に
な

る

の
で

(
マ
マ
)

は
記

さ
な

か

っ
た
。

な

お
、

記
号

の
う

ち
、

《
 
》
は
見

せ
消

ち
部
分

を
、

(

)
は
補

入
部

分

を
表

す
。

 

 
 

 
安

芸

厳

島

縁

記

 
抑

、
厳

島
大

明
神

と
申
奉

る

は
、
我
朝

推
古

天
皇

の
御

代

、
端

正

五
年

甲
申

、
十

二
月
十

三

日
、
秋

津
島

、
仙
陽

道

、
安
芸

国
、

佐

伯
郡

、
な

り

木
村

に
、

衆
生

さ

い
と

の
為

、
跡

を

た
れ
給

ふ
。

 

彼
大

明
神

の
御
本

地
を
、

く

わ
し

く
尋
奉

る

に
、
十

六

の
大
国

、

五
百

の
中
国

、
十

千

の
小

国
、
無

量

の
ぞ

く
さ

ん
国

の
其
中

に
、

一
の
国
有

。
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そ

の
国
、
名

を

は
、

と
う
せ

う
国

と
付
給

ふ
。

 
其

中

に
、

一
人

の
王
御

座
。
御

名
を

は
、

と
う

せ
ん

王
と
申

け

る
。

又
、

天
竺

の
習

に

て
、

千

人

の
后
御

座
。

此
君

、
内
裏

を
出

給

ふ
。

二
人
あ

つ

て
、

御
幸

な
ら

せ
給

ふ

に
、

三
月
中

旬

の
比
、
南

殿

に
出
御

有

て
、

四
方

の
気

色

を
く

わ
ん
し
御
座

に
、
し

や
く

せ
ん

た
ん

の
木

の
下

に
、

つ
は
さ

の
す

を

か
け
た

る
を

、
御

覧

し

て
、

「
あ

わ
れ

な

る
か
な

。

む
ま

れ

て
七

十
余

日
、

わ

か
れ
、
後

に
、
同

し

く
羽
を

な
ら

へ
し

に
、
況

、
大

国

の
王

と

し

て
、
千

人

の
后
を
持

な

か
ら
、
今

迄
、

王
子

、

一
人
も

な

か
ら
ん
事

、

い
か

〉
せ
ん
」

と
思
召

、
仏
神

に
祈

り
給

ひ
け

れ
は
、

一
人

の
后

、
御

く

わ

い
人

と
な
ら

せ
給

ひ
、

月

の
数
積

り
、
御

誕
生

な

る

に
、

王

子

に
て
御

座
。

御
よ

ろ

こ
ひ
限
り

な
し
。

 

七
才

に
て
、
御
位

に
付

給

ふ
。
御
名

を

は
、
善

才

王
と
申

け

る
。

十

三

と
申

に
は
、
大
国

の
習

に
て
、

先
、

百
人

の
后

を
そ

な

へ
給

ふ
。

 
掬

又
、
拾

弐
代

伝

わ
り
た

る
、
御

宝

の
扇
子
、

三
本

候

ひ
け

る
。
此

扇

子

の
中

に
、
三

つ
の
絵

を
そ
書

た

り
け

る
。

一
に
は

、
居
な

か

ら
、

三
千

大

世
界
を

、
目

の
前

に
見

る
や
う

に
書
。

二

に
は
、

こ
ん

て

い
の
ほ

け
き

や

う
を
書
給

ふ
。

三

に
は
、

天
下
第

一
の
、

み
め

い

つ
く

し
き
女

房
を

書

う

つ
し

た
る
。
此

扇

子
を
は
、

御

父
王
、

御
手

を
は

な
し

お
か

せ
給

ふ
事

な

し
。
何

と
し

て
か
、
御

手

を
は

な
ち
給

ふ

て
有

を
、

善
才

王
、

取
上

け

御

ら
ん
有

に
、
う

つ
く

し
事
限

り

な
し
。

 
籾

、
此
扇

子
絵

の
女
房

を
、
御

心

に
懸
給

ひ
、

御

の
ふ

と
な
ら

せ
給

ひ
、

す

て

に
、
内

裏

の
さ

わ

き
と
成

て
、

大

王

も
聞

召
、

「
何

事

に

て
も
渡

ら

せ

給

ふ

へ
き

に
や
」

と
、

せ

ん
し

有

け

れ

は
、

臣

下
、

承
、

申

や
う

、

「
是

は
、
扇

子

の
中

の
絵
女
房

を
、
う

は
の
空

に
恋
給

ふ
ゆ

へ
な
り
。

今
、

西
条

国

の
足
引

の
宮

と
申

こ
そ
、

此
絵

に
も

ま
さ

る

へ
き
、

天

下

一
の

み

め
能

女
房

と
承

候
」

と
語
奉

か
、

籾

も
、

せ
ん
才

王

の
御

の

ふ
は
、
今

を

限

り
と

見

へ
給

ふ
。

 

斯

に
ま
た
、

君

に
拾
弐

代
伝

り
た

る
御

宝
有
。

何

か
と
申

に
、

つ
は

さ

に
て
候

ひ
け

り
。
此

つ
は
さ
、
頭

は
白

く

、
羽

は
黒

く
、
身

は
青

し
。

は

し
は
赤

く
、

足

は
黄
な

り
。

五
色

な

れ

は
と

て
、
五
鳥

と
名

付

け
給

ふ
。

 

此

五
色

鳥
、

善
才

王

の
御

前

に
参

り

、
申

け

る

や
う

は
、

「
い
か

に
、

君
、
嘆

か

せ
給

ふ
そ
。
西
条

国

の
足
引

の
宮

こ
そ
、

天
下

一
の
女
房

に
て

渡

ら
せ
給

ふ
。

抑
、

西
条

国

の
道

と
申

は
、

六
年

に
行

着
、

帰

る
も

六
年

に
て
、
十

二
年

な

り
。
海

上
ま

ん
く

と

し
て
、

羽
を

休

へ
き
便

り

な
し
。

我

、
若

き
時

の
、
盛

な

る
比
な

ら
は
、

此

み

か
御

使
申

さ

ん
や

。
其

上
、

我

は
、
御

身
第

一
の
宝

な

り
。
我

う

せ
な

は
、

君

の
御

大
事

成

」

と
申

け

れ
は
、

彌
、
御

歎

き
と
成
給

ふ
。

 
折

節

、
卯
月

の
初

、
郭

公
、
雲

井

は

る
か

に
音

信

け
れ

は
、

 
 

さ

つ
き
闇

お
と

つ
れ
て
行
郭

公

 
 

 

 

こ
ひ
す

る
わ

れ

に
ご
ゑ
な
聞

せ

そ

か
や

う

に
、

な

け
か

せ
給

へ
は
、

五
鳥

、
見

奉

り
、

御
前

に
参

り
、

「
さ

ら
は
、
御

玉
章

を
遊

せ
。

御
使
申

さ

ん
」

と
申

け
れ

は
、
善

才

王
聞

召
、

「
汝

は
、
我

に
第

一
の
た
か

ら
な

る
」

と
て
、

た

》
、

い
よ
く

な
け
き

ま
さ
り

け
り
。

 

御

の
ふ

は
、

彌

お
も
く

成
給

へ
は
、
く

き
や

う
殿

上
人
、

参

り

て
、
く

わ
ん

か
く
を
初

奉

り
し

に
、
く

わ
ん

け
ん
過

け

れ

は
、
善
才

王

、
御

な
け

き

の
御

口
す

さ

み
の
有

し
を
、

あ

る
臣
下

聞

て
、
則

大
王

へ
参

り
、

申

け

る
は
、

「
善
才

王

の
御

の
ふ
は
、

別

の
御
事

に
て
は
、

有
ま

し
。

こ
よ

ひ
、

く
わ

ん

か
く

の
候

つ
る

に
、
御

口
す
さ

み

の
有

し

は
、
正

し
く
恋

の
病

ひ
」

と
申
奉

る
。
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大

王
聞

召
、

「
や

す

き
御
事

な

り
。

千
人

の
后

の
内

に
て
も
、

又

、
天

下

な
ら

ひ

の
事

な

る
と
も
、
心

に
ま
か

せ
申

へ
し
」
と
、

思
召

け
れ

と
も

、

「
是

は
、
扇
子

の
中

の
絵
女

房
を
御

ら

ん
し

て
、
恋

し
給

へ
は

、

さ
ら

に
、

御

返
し

な
し
」

と

の
せ
ん

し
な
り
。

 

有
臣

下

申
奉

る

は
、

「
古
、

ひ
る
や

も

ん

の
妹

、

吉
祥

天

女

と
申

人
を

書

写

し
た

る
と
か

や
承
る
。

今

は
、
名

の

み
残

て
主

は

な
し
。

唯
思

ひ
給

へ
と
被

仰
出
可

然
」

と
申

け
れ

は
、
掬

又
、
有

臣
下

、
是

を
聞

、
善

才

王

へ
其

通
申

上

け
れ

は
、

「
い
や

と
よ
、

是

よ

り
西

に
国

あ

り
。

其

国

の
名

を
は
、

西
条
国

と

い
ふ
。
国

の
名

を
は

、
天

日
王

と
申
。

其

三
番

め

に
当

り
給

ふ
姫

は
、

い
か

〉
有

へ
き
」

と
被
仰

け

れ
は
、

御
前

に
有

し
五

鳥
、

申

や

う
、

「
介
様

に
、

御

大
事

に
見

へ
さ

せ
給

ふ
上

は
、

命

を

た

に
も
奉

る

へ
し
。

拾
弐

年

の
問

は

せ

つ
な
也

。

た

の
も

し

く
思
召

、

ま
ち
給

へ
。

急

御
使
申

へ
し

」

と
申

上

け
れ

は
、

善
才

王
、

斜

に
お

ほ
し

め
し
、

か
う

ろ
き

の
墨
を
す

り
、
筆

染

た
ま

ひ
、

紅

の
た

ん
紙
引

重

ね
、
遊

し
け

る
。

 

 
夢

に
た

に
ま
た

み

ぬ
人

の
こ
ひ
し

き
は

 

 
 

 
む
ま

れ

ぬ
先

の
ち
き
り
成

け

り

「
行
末
知

ら
す

」
と
遊

し

て
、
五
鳥

に
た
ま

わ
る
。

 

五
鳥

は
、
御

玉
章

を
請
取

、
左

の
羽

に

お
さ
め
、

御
前

を
立

さ
り

、
彼

旅

に
、

お
も

む
き
飛
行

程

に
、
海

上
ま

ん
く

と

し

て
、

雲

の
波

を

し

の

き

つ

〉
、
昼
は

日

の
入
方
を

西

と
思

ひ
、
夜

は
四
そ

う

の
星

の
目

に
懸

て
、

朝

暮
、
飛
行

け

る
ほ

と

に
、
都

を
出

て
五
十

四
日

と
申

に
は
、

西
よ

り
吹

く
る
風
、

は
け

し
く

て
、

羽
か

い
も
さ

か
り
、

身

も

つ
か
れ
、

心
も

よ

わ

く
成

け
れ

は
、

五
鳥

申

や
う

、
「
我

は

、
是

、
東

城

国

の
有

主
、

善

才

王

の
御

使
也
。

い
か

て
か
、
此

せ
ん

し
を

、
む

な
し

く
し

て
、
此
海

の
も

く

す
と
な

す

へ
き

や
。

や
す

む

へ
き
便

を

あ
た

へ
て

た

ひ
給

ひ
、

竜
宮

神
」

と
よ

は

わ
り
け

る
。

 

竜

神
も

、
哀

と
お
も

ひ
、
万

か

う

の
歳

は

つ
も

り
た
る
竜

、

浮
出

、
島

と
な

り

し
ほ
と

に
、
五
鳥

、
羽

を

や
す

め
、

こ
け

を
む
し

り
、

餓

を
し

の

き
、

又
飛
行

ほ

と

に
、

八
十

五
日

と
申

に
は
、

西
条

国

へ
そ
着

給

ふ
。

 

天

日

王

の
御
内

裏

へ
参

り
、

花
園

に
三
日
遊

し

に
、
三

日

の
早

天

に
、

波

の

か
す

と
申

女
房

、
是

を

見

て
、

「
い
ま

た
見

な
れ

ぬ
美

敷
鳥

、

花

園

に
遊

ひ
候

」
と
申

け

る
。

 

姫

君
、

み
す

を
打
上

け

て
、

御

ら
ん

し
、

「
是

は
、

仏

の
国

に
有

と
聞

、

く
し

や
く
、

ほ

う
お
う

、

か
り
や

う

ひ
ん
か
鳥

と

は
、
是

や

ら
ん
」

と
仰

有

け

る
所

に
、
彼

五
鳥

、
玉
章

を
御

前

に
落

し
奉

る
。

 

姫

君
、
何

と

な
く
、

取
あ

け
、
御

ら

ん
有

け
れ

は
、
な

ん

ゑ
ん

ふ
た

い

し
や

う
天

か
下

に
ま
し

ま
す
、

善
才

王

の
御

玉
章

な
り
。
御

返

し
仕

た

る

と

て
も
、

此

世

の
ち

き

り
、

よ
も

成

ま

し
く
、

女

房
達
、

「
と

か
く

御

返

事

」

と
申

け
れ

は
、

 

 

ま
す

か

〉
み
影
見

る

か
ら

に
あ

こ
か
れ

て

 

 

 
 
我

身

も
そ
ら

に
成

ぬ

へ
き

か
な

と
遊

し
、

五
鳥

に
渡
し
給

へ
は
、

五
鳥

は
、
御

返
事

を
請

取
、

御
前

を

立

さ
り

、
上

下
百

七
十
日

と
申

に
は

、
本
東

条

国

へ
そ

か

へ
り

け

る
。

 

善

才
王

、
斜

す

に
喜

、
御
返

し
御

ゑ

い
ら

ん
あ

る

に
、

う

つ
く

し
さ

文

字

の
習
も

、
な

つ
か
し

さ
御
座

と

て
、
今

一
し
ほ

の
御

お
も

ひ
ま

さ
り

、

御

の
ふ

は
、

猶

も

お
も

く
な

ら
せ
給

ふ
。

 

其

夜

の
御

夢

に
、
千

人

の
大

工

を
集

め
、

桑

の
木

千
本

切

て
、
本

切

の

ふ
と

き
所

に
て
、
く

せ

い
の
船

を

つ
く

り
、
す
ん

き
り

の
ほ

そ
き

に
て

は
、

忍

ひ

の
車

を
作

り
給

ひ
て
、
船

に
は
、

く
き

や
う

臣
下
等

を
乗

せ
、
車

に

は
、

天
皇

召
れ

て
、

五
烏

は
、

な

か

へ
に
乗

り
、

渡
り
給

は

〉
、
船

も

車
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も
万
里

を
飛

へ
し
、

と
御

覧

し
給

ふ
。

 
善

才

王
、

よ

ろ

こ
ひ
給

ひ
て
、
則

、
《
千

人

の
大

工

を

召

れ
、
千

本

の

桑

の
木
を
切

せ
、
ほ

と
な
く

、
く

せ

い
の
船

、

四

い
の
車
を

造

り
、
船

に

は
、

く
き

や
う
臣

下
を

乗

せ
、
車

に
は
、

天
王
召

れ
、

五
鳥

は
、
中

ゑ

に

参
り

、
は

る

か

の
》

(御

夢

之
通
、
船

作

り
置
)
波

路

に
漕
出

し
給

へ
は
、

百
千

万

の

い
か

つ
ち
、

な
り

渡
り
、

波
風
荒

く
成

け

れ
は
、
龍

王
え
申

給

ふ

は
、
「
我

は
、

是
、
東

条

国

の
善
才

王
也

」

と

て
、

き

せ

い
を
懸

け

給

へ
は
、
た

ち

ま
ち
、
波

風
し

つ
か
に
な
り
、

船

も
車

も
、
西

条
国

へ
そ

着

に
け

る
。

 
択
、

天

日
王
、

昼
寝

し

て
御

座
有

し

に
、

御
夢

に
、
歳

比

、

二
十

計

の

せ
ん

よ
う

の
、

思

ひ
に
打
し

ほ
れ

た
る
風
情

に
て
、
内

の
ほ
と

り

に
寄

り

か

〉
り
、
涙

く

み

て
わ
た
ら

せ
給

ふ
、
と
御

ら

ん
し
、

う

ち
驚

給

へ
は
、

又
、

召
仕

せ
給

ふ
、
御

内

の
は
し

た
、
し

つ
の
姫

と
申

か
来

り
、

地

に
ふ

し

て
申

や

う
、

「
い
か

に
、

わ
か
君

、

か
く
打

と
け

て

お
は

し
ま

す

は
。

東
条

国

の
善
才

王
、
足

引

の
姫
を
恋

か
ね
、
只
今

、
渡

ら

せ
給

ふ
也
」

と

申

せ
は
、

天

王
、
聞

召
、
御

む

そ
う
と
、

し

つ
か
申

せ
し

と
、
思

ひ
合

て

侍

り
け
り

。

 

「
是
は

、
名
高

王
な

り
」

と

て
、
内

裏

を
立
給

ひ
、

色

々

の
御

も
う

け
、

御
取

持

の
御

用
意
あ

り
し
う

ち
、

し

つ
か
申

こ
と
く

、
御
車

は

、
は

や
、

な

ん
り
や

う

て
ん

に
入
給

ふ

に
よ

り
、
御

対
面
有

て
、

色

々

の
御

も

て
な

し
限

な
し

。

 
籾

、

天

日
王

よ

り
、
此

由

を
、

足
引

の
宮

《
也

》

(え
)

仰

遣

わ

さ
れ

け

れ

は
、

御

返

事

に
は
、

「
今

三
年

御
待

候

へ
。

三
世

の
諸

仏

へ
御

願

之

事
候

へ
は
、

是

へ
御

出

の
事

、
叶

ひ
候

ま
し
」

と
有

け

れ
は
、

大
王
、

聞

召

、
「
は
る

か

に
渡

ら

せ
給

ふ
君
を
、

い
か

て
お

く

へ
き

か
」

と
、

一
日

は
、

か
う

し
を

へ
た

て
、

二
日

は
、

み
す

を

へ
た
て
、

三

日
と
申

に
は
、

同

し
所

へ
居
給

ひ
て
そ
有

け
り
。

 

掬
、

姫
宮

と
な

れ
さ

せ
、
御

ち
き

り
浅

か
ら

す
、

天

に
あ
ら

は

ひ
よ

く

の
鳥
、

地

に
あ
ら

は
れ

ん
り

の
枝

と
、

ち

き
り
給

ふ
。

 

三
年

の
過

た

る
は
、
夢

な

る
や
、
籾

も

、
く

き
や

う
臣

下
、

申

さ
れ

け

る

は
、
「
い
か

に
君
、
聞

召
。

す

て
に

は
や
、

東

条
国

を

出

給

ひ

て
は
、

三
年

三
月

に
、

は
や
な

り
ぬ
。
東

条

国

に
は
、

君
御
帰

な

き

と

て
、

天
下

の
歎
、

国

の
さ

わ
き

に
て
候

は
ん
。

く
わ

ん

き
よ
有

へ
き

」

よ
し
、

申

さ

れ
け

れ

は
、
善

才

王
、

聞

召
、

「
姫
宮

と
離

れ

て
は
、

一
時

も
有

へ
か
ら

す
」

と

の
せ
ん
し

な
り
。

 

五

鳥
、

参

り

て
申

や
う
、

「
何

と

な

る
と

も
、

御

た

は
か

り

や
ま

ぬ

そ

や
。
姫

宮

を
す

か
し
ま

い
ら

せ
て

の
ち
、

君
、

く
わ

ん
き

よ
あ

る

へ
し
、

と
な

ら
は
、

定
而

、
御
旅

の
御
祈

の
御

神

楽

と
て
、
内

侍

所

の
御

ま

つ
り

と
有

へ
し
。

そ

の
ま
き

れ

に
、
乗

て
御

渡

車

の
組

を

御
覧

候

へ
と

、
御
物

語

り
成

、

姫
宮

と
御
手

を
組
、

乗
ら

せ
給

ひ

て
、
く

き

や
う
臣

下

も
、

忍

ひ
船

に
乗

り
給

ふ

へ
し
。

五
鳥

は
、

中

ゑ

に
参

へ
し
」

と

申

せ

は
、

「
其

儀

、
尤

し

か
る

へ
し
」
と
て
、
色

々
す

か
し
奉

り
、
車

に
引

の
せ
参

ら

せ
、

船

、

程
な

く
出

に
け
り
。

 

姫

宮

は
、

「
御

す

い

て
ん
、

お
そ

く
成

し
。

か

へ
り
申

せ
ん

」

と

の
給

ひ

て
、
物

見

を

も

ひ
ら

き

て
見
給

へ
は
、

海
上

ま

ん
く

た

り
。

「
こ
は

い
か

に
。
我

は
、

い

つ
く
え
、

と
も

な

ひ

て
行

給

ふ
や

ら
ん
。

あ

わ

れ
み

の
父

、
か
な
し

み

の
母

を

ふ
り
捨

て
、
か
な
し

や
」

と
き

へ
入

て
、

泣

ふ
。

 

善

才

王

は
、
物

見

を
た

て
給

ひ
、

「
あ

わ
れ

み

の
父
、

か
な

し

み

の
母

共

に
、

わ
れ
を

た

の
み
給

へ
」
と
、

色

々
す

か
し

な
た

め
給

ふ
。

は

る

か

波
路

を
過

き
給

ふ
。
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彼

の
五
烏

、

一
羽
あ

を

て
は
、
船

も
車

と

り
、

万
里
を

飛

か
こ
と
く

な

り
。

日
数

へ
て
、
東

条

国

へ
そ
着
給

ふ
。

 
や

か
て
、
南

殿

に
車

を
入
給

ひ
け
れ

は
、
姫

宮
、

歎

き
の
あ

ま
り

に
宣

給

ふ
は
、

「
我

か

父
母

君

の
仰

に
は
、

我
姿

を

、

日

に
三
度

み

せ
よ
、

と

仰

つ
る

に
、

嚥
御
歎

あ

ら
ん
」

と

、
天

に

お
の

》
き
、
地

に

ふ
し

て
、

か

な
し

み
給

ふ
。
父
大

王
、

母

君
は
、

旅

の
空

の
御
祈

の
御
神

楽

を
そ
始

め

給

ふ
。

 
去

程

に
、
東

条

国

の
大

王

は
、

此
由

を

聞
召

、

仰

け
る

や
う

は
、

「
千

人

の
后

達
、

日
を

か

〉
さ
す
、

五
十

人
宛

行

て
、
宮

仕
申
給

へ
」
と
有

け

れ

は
、

后
達

、
行

見
参

ら
せ
給

へ
は
、
誠

に
、

あ

た
り
も

か

》
や
く
計

な

り
。
御

姿
を

見
れ

は
、
春

の
花

、
秋

に
月

に
も
あ

り
ぬ

へ
し
。

 
択
、

千

人

の
后
達

、

寄
合

、

仰

け

る
や

う

は
、

「
此
姫

宮
を

、

大

王
御

ら

ん
し
て

は
、
我

こ
と

き

の
面

々
を
、

よ
も

や
、
物

の
数

と
は

、
思

ひ
給

ふ

ま
し
。
姫
宮

を
御

覧

な
き
先

き

に
、

う
し

な

ひ
申

さ

ん
」
と

て
、
姫

宮

の
姿
作

り
、
赤

き
衣

を
着

せ
、

七

尺

に
あ
な

を
ほ

り
、
択

、
作

り
し
女

の

髪
を

切
、
大

わ
ら

わ

に
な
し
、

時

を
作

り
、

の

ろ
ひ
給

へ
と
も

、
と

か
ま

し

ま
さ

ぬ
人

な
れ

は
、

そ

の
印

、
更

に
な
し
。

 
其

中

に
、
善

才

王

の
御

母

君

は
、

「
わ

れ
く

形

ち
の
悪

し
敷

は
、

前

世

の

つ
み
深

き
故

な
り

」
と

あ
り

け
れ

共
、
千

人

の
后
達

に
、

す

》
め
申

さ

れ
て
、

ち
か
ら

な
く

渡
り
給

ふ
。

 
掬

、
ま

か
た

こ
く
、

は
ら

な

ひ
国

の
さ

か
ひ

に
、

行
末

ま

て
見

る
や
う

な

る
、

は

か
せ

の
あ

り

し
を
、

后

達
、

召

寄

ら

れ
、

「我

こ
と

く

む

ね

を

や
む

へ
し
。
其
時

は
、
お
ん
身

を
召

さ
れ

て
、

う
ら
な

わ
せ
給

ふ

へ
し
。

其
時

は
、
介

様
く

に
申

給

へ
」

と
、

委
敷

お

し

へ
給

ひ

て
、

千
人

の
后

達

よ
り
、

き

ぬ
壱

疋
、

金
子
壱

両

、
給

わ

つ
て
、

帰

へ
け
り
。

 
夫

よ

り
し

て
、
千

人

の
后
達

、

一
度

に
胸
を
病

給

ふ
ゆ

へ
、
内

裏

の
う

ち
、

物

さ
わ

か
し
く

成

に
け

り
。
大

王
、

大

き
に
驚

き
給

ふ
。

 
折

節

、
千

人

の
后

達

、
申

さ
れ

る

は
、

「
ま

か
た
国

、

は

ら
な

い
国

の

境

に

こ
そ
、

ま
さ

し
く
、

さ

う
人
有

と

承
り
候
。

ね

か
わ
く

は
、

是

を
め

し
寄

せ

ら
れ
、
御
う

ら

な
わ

せ
ら

れ
候

へ
か
し
」
と
申

上
け

れ

は
、
頓

而
、

召
寄

ら

れ
、
御

尋
有

り

し

に
、
兼

而
、

お
し

へ
た
る
事

な

れ
は
、

お
し

へ

の
ま

》
に
そ
申

け

り
。

 

「
此

や
ま

い
と
申

は
、

一
大

事

の
御
病

也
。
十

二
一二
年

の
内

に
は
、
皆

々

う

せ
過
給

へ
し
。
此

薬

に
は

、
是

よ
り
北

に
国
有

り
、

其
国

の
名

を

は
、

鬼
満

国

と
申

て
、
鬼

の
す
む

国
也

。
片
道

六
年

に
行
着
也

。

此

国

に
山

有

り
、

名

は
中
山

と
申

な

り
。
彼

山

に
、

お
し

ろ
や
く

そ
う

と
申

て
、
薬

に

な

る
草
有

り
。
是
を

、
善

才

王

に
取

寄
給

わ
ん

か
、
国

ら
す

薬

と
成

へ
し
」

と
そ
、

う
ら

な

ひ
け

る
。

 
大

王
、

聞
召

、
頓

而
、

善

才
王

を
召

て
、

う
ら
な

い
の
こ
と

く
、
御

物

語

り
有
。

善
才

王
、

后
達

の
工

み
と

は
、
夢

に
も
知

り
給

わ
す

、
大

王
勅

命

そ
む

き

か
た
く

し

て
、

り

や
う

せ
う

し
給

ふ
。

 
籾

、
我

か
内

裏

へ
帰

り
給

ひ

て
、
后

に
、

此
由
を

か
く

と

の
給

へ
は
、

「
わ
れ

、
す

て

に
、
父

母

に
遠
く

成
参

ら

せ
て
は
、

御
君
壱

人

な

ら
て
、

頼
奉

る
人
も

な
し

。
我

を

は
、
何

と
な

し
給

ふ
そ

や
。
ね

か

わ
く

は
、

と

も

な

ひ
給

へ
」

と
有

け
れ

は
、
善

才

王
、

の
給

ふ
は
、
「
此

旅

の
と
申

は
、

片

道
六

年
な

り
。

鬼

の
す

む
国

な
れ

は
、
昼
夜

心

に
隙
も

な

し
。
思

ひ
も

寄

ら

ぬ
事

な

る
」

と

あ

れ

は
、
后

の
仰

に
は
、

「
彼

国

と
申

は

、
鬼

の
す

む
国

に
て
、

薬
を

は
、

み

め
能
男

千
人

に
替

へ
て
取

と
承

る
。

君
壱

人

に

て
は
、

叶

ひ
給

ふ
ま

し
。

か
く

承
り
候

へ
は
、

ゆ

へ
な
く
御

帰

り

あ
ら

ん

こ

と
、

成

か
た

し
」

と

か
な

し

み
給

へ
は
、
善

才

王
、

の
給

ふ

は
、
「
大

一36一



王

の
せ
ん
し

な
れ

は
、
そ

む
き

か
た
く

思
召
。

十

二
年

の
行
帰

り

と
は
、

夫

も
程

あ

ら
し
。
頓

而
、

帰
り

て
、

ま
見

へ
ま

い
ら
せ

ん
」

と
、
御

心

つ

よ
く
出

さ

せ
給

へ
は
、
后

、
涙

に
む
せ

ひ
給

ひ
て
、

 

 
帰

る

と
も

か

い
も
あ

ら
し

な
し

ら
波

の

 

 
 

 
立

な

ん
後

は
君

を
見

る

へ
し

后
、
遊

し

け
れ

は
、
善
才

王
、

返
歌

に
、

 

 
今

こ
む
と
思

ひ

て
出

る
わ

か
れ

た

に

 

 
 

 

か
な
し

か

る

へ
き
今

朝

の
明

ほ

の

介
様

に
遊

し
給

ひ
て
、
彼

旅

に
趣

き
給

ふ
。

 

籾

又
、
千

人

の
后

達

は
、
限

り
な
く

悦

ひ
給

へ
、
あ

さ

か
山

と
申

、
下

男

の
わ

ら

へ
を

か
た

ら

い
、
数

の
小

袖

を

と
ら

せ

て
、

「
善

才

王

の
内
裏

へ
参

り

て
、

此
う

た
を

ゑ
ひ
す

へ
し
」

と

お
し

へ
給

ふ
。

 

 
あ

さ

か
山

ひ
か
り

さ
や

け
き
玉

の
井

に

 

 
 

 

し
は

し
の
影

に
休

む
姫
宮

彼

わ
ら
ん

へ
、
何

と
も
知

ら

さ
り

し
事

な

れ
は
、

千
人

の
后

達

の
お
し

へ

の
こ
と
く

に
、
彼

足
引

の
宮

の
、
歎

か
な

し

み
給

ふ
中

へ
参

り
、

お
し

へ

ら

れ
し
歌
を

は
、

詠
し

け
り
。

 

籾
、

千
人

の
后
達

、
皆

引

つ
れ

て
、
大

王

の
内

裏

へ
参

り
、
申

け

る
や

う

は
、
「
女

ほ
と
、

は
か
な

き

も

の
は
な

く

候
。

き

の

ふ
ま

て
、
善

才

王

の
ま
し
ま

し
給

ふ
内

裏
、

あ

さ
か

と
申

男

を
入

て
、

ふ
み
け

か

し
給

ふ
」

と
、

さ

》
や

き

け
れ

は
、

大

王

の
仰

に
は
、

「
夫

は
有

ま

し

く
事

な

り
。

父
母
、

古
郷

を

ふ
り
捨
、

】
人
頼

た
る
善

才
王

に
も

は
な

れ
、
歎

か
な
し

み
給

ふ
は
、

理
り
也

。

五
十
人

、

三
十

人
宛

、
寄

合
、

慰
給

ふ
事

は
な

く

し

て
、
結
句

、
あ

し

さ
ま

の
事

を

ゆ

い
申

も

の
か
な
」

と
仰

け

れ
は
、

各
、

な

い
な
け

に
帰

り
給

ふ
。

 
籾
、

い
か

〉
す

べ
き
と

て
、
あ

ら
け

な
き

も

の
ふ
六
人

、

か

た
ら

ひ
、

色

々

の
小

袖

を
給

わ

つ
て
、

申

け

る
は
、

「
籾

、
善

才

王

の
后

、
足

引

の

宮

を
は
、

大

王

の
せ
ん
し

を
給

わ

つ
て
、
失

ひ
申

は

つ
也

。

是

よ
り

西

に

国
有

。

二
十
日

路
行

て
、

深
山
あ

り
。

此
山

の
名

を

は
、

か
う

ひ
く

せ
ん

と
言

な

り
。
其

山

の

こ
ん

と
う

か
み

ね
、

し
や
く

ま
く

の
岩

と
申

所
也

。

此
所

へ
連

行
、

首

を
切

へ
し
。
是

こ
そ
大

王

の
せ
ん

し
な

り
」

と

て
、

は

く

そ
と

い
ふ

つ
る

き
を
そ
渡

し

け
り
。

 
択

、

も

の

〉
ふ

と
も

は
、

善
才

王

の
内
裏

へ
参

り
、
申

け
る

や
う

は
、

「
い
か

に
、
后

、
聞

し

め
せ
。
大

王

の
せ

ん
し

に
て
候

。

と
く

く

、

此

内
裏

を

出

さ

せ
給

へ
」

と
申

け

れ

は
、

此
由

、
后

、
聞

召

、

「
是

は
、

夢

か
や
、

う

つ
〉
か

や
。
何

と
成

り
行
世

の
中

そ

や
」

と
、

か
な

し

み
お
わ

し

ま
す
。

 
武

士

共

は
、

「
時
刻

を
う

つ
す
ま

し
」

と

て
、

す
く

に
、
大

ゆ
か

に
あ

か
り
、
錦

の
御

し

と
ね
、

ふ

ま
ん
と

す
。

 

そ

の
時

、
后

の
仰

に
は
、

「
い

か

に
、

槌

に
承

候

へ
。
我

こ

そ
、

く

わ

ほ
う

つ
た
な

き
身

な
り

と
も
、
昨

日
迄

は
、

一
天

の
君

の
、
住

せ
給

ひ
し

き
よ
く

て

ん
を
、

い
か
て
、

な
ん

ち
ら
、

け

か
し
申

へ
き
」

と
て
、

十

二

ひ
と

へ
、
紅

の
は

か
ま
、

そ

は
を
取

て
、

こ

ん
て

い
の
法
花

経

の
五

の
巻

を
読
上

け
、
御

手

に
持
給

ひ

て
、
出

さ

せ
給

ふ
。
誠

に
、

あ
た

り

も
か

〉

や
く
計

な

り
。

 
 

と
し
比

は
余

所

に
思

ひ
し
玉
す

た

れ

 
 

 

 
何

を

お
し

み
て
我

と
が

む
ら

ん

と
、
遊

し
給

ひ

て
、
出

さ
せ
給

ふ
。

 

武
士

は

、
な

さ
け

な
く
走

り
寄

り
、
十

二
ひ
と

へ
を
、

は

き
と

り

て
、

あ
さ

の
き

ぬ

に
、

御
身

を
や

つ
し
、

御

く
し

を
手

に

か
ら
ま

き

て
、
中

に
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ひ

つ
さ
け

て
、

「
髪

を

は

ゆ
る

せ
」

と
仰

け

れ

は
、
追

ひ
く

あ

ゆ

ま
せ

け

り
。

足
よ

り
も
、

ち
流

れ

け
れ

は
、
あ

ゆ
ま

せ
給

ふ
御

跡

は
、

さ
な

か

ら
、

紅

の

こ
と
く
見

へ
に
け

り
。

 
其

時

、

一
し
ゆ
読
給

ふ
。

 
 

紅

の
雲

に
成

ぬ
る
我

身

か
な

 
 

 

 
た

な

ひ
く

そ
ら

の
か
す

み
な
ら

ね
と

介
様

遊

し

給

ひ
、

「
只
同

し

く

は
、
愛

に

て
失

ひ
候

へ
」

と
、

こ
ゑ

を
上

て
さ
け

ひ
給

へ
は
、
中

に
も
、

情
有
武

士

有

て
、

ま

き

の
と
申

所

よ
り
、

足

け

の
馬
を
引

寄

せ
、

の
せ
奉

り
、

二
十

日
路

と
申
道

な
れ

は
、

三
十
日

に
は
、

か
う

ひ
く

せ
ん
、

こ

ん
と
う

か

み
ね
、

し
や
く

ま
く

の
岩

の
上

に

そ
、

着

に
け

り
。

 
掬

、
西

に
む

か
せ

、
御
首

を
打

ま

い
ら

せ
ん
と

し
け

る
所

に
、

つ
る
き
、

た

ん
く

に
お
れ

て
、

后

は
、
何

し
、

か
わ
ら

せ
給

ふ
事

も
な

く
、

后
、

仰

け

る
は
、

「
い
か
に
、

な

ん

し
ら
、

承

わ

れ
。
善

才

王
、

西
条

国

に
、

三
年

送
而

ま
し

ま
し
、

我
、

東
条

国

に
、

一
年
居

給

へ
は
、
何

を

か

つ

〉

む

へ
き
。
身

も

只
な

ら
す

し

て
、

今

は
は

や
、
七

月
と
な

り
、

す

て
に
、

一
天

の
君

、
た

ひ
内

に
、

や
と

ら
せ
給

へ
は
、
我

首
、

よ
も
き

れ
し
。

し

は

し
、
立

の
き

候

へ
」

と

て
、
后

、
体

内

に
ま
し

く

御

子

に
、
仰

ら
れ

け

る
や

う

は
、

「
聞
召

。

王

そ

ん
は
、

七

月

に
な

れ
は
、

体

内

に

て
、

耳

を
聞

せ
給

ふ

と
な
り
。

か
ほ

と
、
く

わ
ほ

う
な

き
、

み

つ
か

ら
か
体

に
、

や

と
り
候

は
ん

よ
り
、
い
そ
き
、
生
れ

さ

せ
給

へ
。

武
士

の
手

に

か

〉
り
、

う

せ
な

ん
」
と

、
有

り
け

れ

は
、
頓
而

、

誕
生
あ

り
。

 
御

ら

ん
あ
れ

は
、
誠

に
、

あ

た
り

も

か

〉
や
く

計
な

り
。

し
や
う

じ
ん

の
王
子

に
て
、

渡
せ
給

ふ
。

中

々
、

一
し

ほ

の
御

お
も

ひ
ま

し
、
な

け
き

か
な
し

み
給

ふ
事
、
限

り

な
し
。

 

籾

、
武

士

を

召
寄

せ
、

「
い

か

に
、

承

か
。

あ

の
谷

に
、
音

す

る
水

を

く

み
参

ら
せ

よ
。

王
子

に
も
、

う

ふ
ゆ
を
引

、
我

も
、

さ

い
こ

の
水
呑

ま

ん
」

と

仰

け

れ
は
、

武

士
、

申

や
う

、
「
近

く
聞

へ
候

へ
共

、

十

八
町

程

の
水

な

れ
は
、

叶

ま
し
」

と
申
。

 

又

、
其
中

に
、
情

有
武

士
有

て
、
申

け

る
は
、

「
し
は

し
、

御
待

候

へ
。

水

、

取

て
参

ら

せ

ん
」

と
て
、

は
る

か

の
谷

に

お
り
、
甲

の
は

ち

に
、
水

を
入

、
后

に
奉

る
。

 

后

、
悦

ひ
、

王

子

に
も

、
う

ふ
湯

を
引

せ
参

ら

せ
、
我

も

、

さ

い
こ

の

水

を
呑

ま

ん

と

て
、
其

後

、
「
王
子
、

聞

給

へ
。
都

に
て
有

な

ら

は
、

錦

の
し

と

ね

の
上

に
て
も
有

へ
き

に
、

此
岩

の
上

に
て
、

か

〉
る
う

き
身

を

見
給

ふ
事

こ
そ

、

ふ
し
き

な

れ
」

と

も
歎

き
給

ふ
。

武
士

、
是

を

見

て
、

さ
す

が
岩
木

に
あ

ら
さ
れ

は
、
袖

を

し
ほ

ら
ぬ
は

な
し
。

 

籾

、
后

は
、
御

く

し
を

七

つ
に
結

わ
け
、

一
ふ
さ

の
髪

は
、

梵

天
帝
釈

に
奉

り
、

王
子

ゆ

へ
お
く

り
給

へ
、

一
ふ

さ
の
髪

は
、
ゑ

ん

ま
王
、

一
ふ

さ
は
、

り

う
く

う

せ
う
と

へ
手
向

、

一
ふ

さ
は
、
父

母
、

一
ふ
さ
、

此
山

の

こ
ろ
う

や

か
ん

に
ほ
と

こ
す

と
て
、
右

の
御

手

に
て
、
王
子

を

い
た

き
、

左

の
御

手

に

て
、
し

や
く

ま

か
の
岩
を

お

さ

へ
て
、

 

 

み
な

し
子

を

そ
た

つ
る
山

の
竜

田
ひ

め

 

 

 
 
秋

の
こ

の
葉

も

あ
ら
く

ち

ら
す
な

と
遊

し
、
高

声

に
、
念

仏
十

へ
ん
と
な

へ
奉

り
、
「
今

は

は
や
、
と

く
く

」

と
有

け

れ
は
、

武
士

、

つ
る
き

を
抜

て
、
御
後

に
廻

り
、

立
寄

れ

は
、
御

首

は

、
前

の
岩

の
上

に
そ

、
落
給

ふ
。

む
な

し
き

か
ら
た

は
、

後

の
山

に

よ
り

か

〉
り
、

王

子
を

い
た
き

て
お

わ
し

ま
す
。

 

こ
ろ
、

三
月
十

五
日
、
午

の
刻

と

か
や
、
此

有
様

よ
り

、
武

士
共

、

見

奉
り

、
後
悔

し

て
、

岩

の
上

に
た
を

れ

ふ
し
、

こ
ゑ
も

お
し

ま
す

さ
け

ひ
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け
り
。

六
人

の
武
士

共
、

五
人

は
、

元
結

切

て
出
家

し
、

修
行

仕
、
今

壱

人

は
、

御

首

を
持
、

本

の
王
宮

へ
帰

り

け

る
。
帰

る
道

に
て
、

「
愛

に

て

は
、
何

と
仰

け
る
物

を
、

か
し

こ
に

て
は
、
何

と
の
給

ひ
し

に
」

と
、
な

く
く

王
宮

へ
そ
帰

り

け
り
。

 

后
達

に
、
御

首
を

ま

い
ら

せ
け

る
。

千

人

の
后
達

、
御

首
を
請

取

、
悦

ひ
給

ひ
て
、
此

首

を
は
、

ふ

み
板

の
下

に
埋

へ
き
よ
し
、

定

め
給

ふ
。

 

其
中

に
、
善

才

王

の
御

母
上

、

の
給

ひ

け
る

は
、
「
思
ま

〉
に
失

ひ
給

へ
つ
る
上

は
、
何

か
く

る
し

か
る

へ
き
。
此
首

を

は
、
自

に
給

わ
り
候

へ
」

と
有

け
れ

は
、

后
達

は
、

う

な

つ
き
あ

い
て
、
首

を
渡

さ
れ

け
る
。

 

彼
后

は
、
首

を
請

取
給

ひ
て
、

る
り

の
手
箱

に
お
さ

め
お

き
、
六

万
遍

の
念
仏

を
申
、

足
引

の
宮

の
御

為

と

て
、

と

《
ふ
》

(
も
)

ら

い
給

ふ
そ

あ
わ

れ
な

る
。

 

籾

又
、

大

王

に
は
、

「
足

引

の
宮

は
、

あ

さ

か
山

と

云
下

男

の
子

を
、

く
わ

い
に
ん
し
、

う

み
給

ふ
と

て
、

果

さ
せ
給

ひ
け

る
」

と
、

千
人

の
后

達

、
申

さ

せ
給

ひ
け

る
。

 

去
程

に
、

か
う

ひ
く

せ
ん

の
王

子
、
御

首
な

き
母
上

の
ち

ふ
さ

に
添

て

御

座

に
、
御
首

の
切

め
よ
り
、

か
ん
ろ
流

れ
出
、

夫
を
被

召

上

て
そ

お
わ

し

ま
す
。

こ
ろ
う

や

か
ん
は
、

あ

つ
ま

り
て
、

ふ
く

せ
ん
と

す

る
。

 

其

時
、

山

の
神
、

来

り

給

ひ

て
、

「
い
か

に
情

し
ら

ぬ
、

こ
ら
う

や

か

ん
な

り
共
、
能

承

へ
。
髪

を

七

つ
に
結

わ
け
、

な
ん

ち
ら
迄

ほ

と
こ
し
、

王

子
を
守

れ
と
、

ち

か

い
給

ふ
事

を

は
、

し

ら
ぬ
そ

や
。
能

々
守

れ
」

と

印
・ナ

り
。

f
l

 

籾
、

王

子
、
五
歳

と
申

秋

の
比
、

后

の
体

み
た
れ
、

骨
も

く

つ
れ
け

れ

は
、

王
子

は
、

い
か

》
せ
ん

と
歎

き
給

ふ
。
后
失

せ
給

ひ
し
跡

よ
り
、

き

ん
草

と
云
く

さ
、

は

へ
た

る
を
、

王
子
、

取

て
被

召
上

け
り

。

 

択

、

こ
ら
う

や

か
ん
共

は
、
あ

つ
ま
り

て
、

色

々

の
花

を
参

ら

せ
、

木

の
み
を

ひ
ろ

い
て
、

王
子

に

こ
そ
参

ら
せ
け

り
。
冬

は
、

木

の
葉

を
あ

つ

め
、

其
中

に
お
き
、

あ
た

〉
め
奉

る
。

王
子
、

朝
暮

見
給

ふ
物

と
て

は
、

こ
ら

う

や

か
ん
な

り
。

 

比

は
、
神

無

月
十

日
余

り

の
事

な

る
に
、

四
方

の
山
し

く

れ
渡

り
、
物

さ
び

し

き
折

節

、

か
ら
す

三
羽
飛

来

り
、
木

の
枝

に
と
ま

り
、

大

き
成

は

上

に
と

ま
り
、

ち

い
さ
き

か
ら

す
は
、
中

に

一
つ
わ
下

に
と

ま
り

居

て
、

中

な

る

か
ら

す
が
、

「
父

母

」

と
申

を
、

王
子
、

御

覧

し

て
、

仰

け
る
様

は
、

「
何

を

か
、

わ

れ
も

父

母

と
申

さ
ん
」

と
、

嘆

き

か
な

し

み
給

ひ
し

に
、

其
夜

の
御

夢

に
、

母

上
、

ま

み

へ
給

ひ
、

「
い
か

に
、

王

子
。

ふ
か

く

は
な

け
き
給

ふ

な
よ
。

我
白

骨
を
、

能
岩

の
下

に
取

お
さ

め
置
給

ふ

へ

し
。

御
身

の
影

に
立

添

て
、
守

へ
し
。

御
歳
拾

弐

に
成
給

ふ

秋

の

こ
ろ
、

東

条

国

よ

り
、

父
善

才

王
、

尋

て
此

山

へ
来

り
給

ふ

へ
し
。
其

時

、

『
い

か
成

者

か
』

と
と

ひ
給

は

》
、

『
父
を

は
、
東

条
国

の
善

才

王
、

母
を

は
、

西
条

国

の
足
引

の
宮

と
申

也
。

母
は
、

無
実

の

つ
み

に
し

つ
み
給

ひ
、

髪

に
て
武
士

共

の
手

に

か

〉
り
、

我
を

は
七
月

と
申

に
て
、

此

山

に
う

み
置

給

ひ
、
此

所

に
て
、
首

を
切

ら
れ
給

ひ

て
、

今
年

は
、

は
や

十

二
年

に
成

申
』

と

こ
た

へ
し

。
又
、

わ

れ

こ
ひ
し
く

は
、
西

方
浄
土

に
お

わ
し

ま
す

南
無

阿
弥

陀
仏

と
、
朝
暮

と

な

へ
奉

れ
」

と
、

お
し

へ
給

ひ

て
、

か
き
け

す
様

に
失

せ
給

ふ
。

 

王
子

、
お
し

へ
の

こ
と
く
、
母

の

こ
ひ
し
さ

に
、

か
の
念

仏

と
と

な

へ
、

籾
、

十

二
年

を
過

し
給

ふ
と
也

。

 

十

二
年

と
申

秋

の

こ
ろ
、
善

才
王

、
鬼
満

国

よ
り
、
彼

薬

を

取

て
、

帰

ら

せ
給

ひ
、

千
人

の
后
達

に
、

か
の
薬
を

あ
た

へ
給

ふ
な
り

。

 

籾

、
善

才

王

は
、
我
内

裏

へ
入
給

ひ

て
、
見
給

へ
は
、

ち

か
く
、

人

の

一39一



住

し
気

色
も

な
し
。

軒

に
は
、

さ

〉
か

に
の
糸
を

引
、

雨
風

も

た
ま
ら

ぬ

風
情

に
て
有

け

る
を
、
善

才
王

は
、
御

ら

ん
し

て
、

ち
や
う

て

い
に
ふ
し

ま

ろ

ひ
、

「
こ

は
、

い
か

に
」

と
嘆

き
給

ふ
。

 

歳
久

召
仕

せ
給

ふ
女
房

、
壱

人
、
御

前

に
参

り
、
申

上

け
る

は
、

「
君
、

鬼
満

国

へ
御

出

の
後

、
程

な
く

し

て
、

御

后
は
、

無
実

の
替

を

い
〉
付

ら

れ
給

ひ

て
、

行

か
た
し

ら
す
、

う

せ
給

ひ
奉

る
」

と
、

涙

を
流

し
申

け
れ

は
、

善
才

王
、

と
か
う

の
事

も

の
給

わ
す

、
御
涙

に
む

せ
ひ
給

ひ

て
お
は

し

ま
す
。

 

籾
、

常
盤

と
申
女

房

、
御

姿

を
見

奉

り
、

「
君

の
御

歎

き
、

見

る

《
に

も
》

(も
)

か

な

し
く
候

」

と
申

は
、

善
才

王

は
、

后

も

ろ

と
も

に
と

歎

き
給

ふ
。

 

其

時
、
有

臣

下
、

申
奉

る
は
、

「
是

よ

り
西

へ
、

二
十

日
路

行

て
、

か

う

ひ
く
せ

ん
と
申

山
有
。

天
竺
魔

王

の
住

所

に
て
候

と
承
候

へ
は
、
そ

の

辺

に
て
そ
、
失

ひ
候

は

ん
。
是

へ
御
尋

候

へ
」

と
申

け

れ

は
、
善
才

王

は
、

夫

よ
り
も
、

只
壱

人
、
内

裏
を

忍

ひ
出

給

ひ
、

お

〉
く

の
難

所

を
し

の
き

行
給

ふ
程

に
、
木

の
本

に
ま

と
ろ

み
給

へ
は
、
御

夢

に
、
紅

の
袴
着

し

、

白

き
き

ぬ
を
ひ

つ
か

つ
き
た

る
女
房

、
壱

人
、
露

に
う
た

れ
、
物

お
も

ふ

風
情

に
て
、

う
し

ろ
む

き

て
立

た

る
を
、

い
か
成

人

や
ら

ん
と

て
、
上

の

き

ぬ
を
引

の
け
、

見
給

へ
は
、

御
尋

ま
し

ま
し

け
る
、

足
引

の
宮

に
て
お

は

し
ま
す
。

 

「
是
は
、

い
か
に
。
何

と

て
、

わ
れ

に
物

お
も
わ

せ
給

ふ
」

と
、
う

ち

う

ら

み

の
給

へ
は
、
其

時

、
后

の

い
わ

く
、

「
籾

、
自

こ
そ
、

御
身

を

う

ら

み
申

な

り
。

父
母

を

ふ
り
捨

、
君
計

頼

み
申
所

に
、

情
な

く

も
捨

置
給

ひ
、
鬼

満
国

へ
行
給

ふ
。
御

留
守

に
て
、
千

人

の
后
達

、

ね
た

み
給

ひ
て
、

無
実

の
難

を
云

か
け
、
武

士

の
手

に
か
け

さ

せ
、
此
山

に
て

の
く

る

し
み
、

語

る

に

つ
き

す
。
我
身

、

只
な
ら

す

し

て
、

七
月

に
な
り

し

に

つ
き
、

王

子
、

誕
生

な

ら
せ
給

ひ
、

王
子

は
、
此

山

の
神
、

あ

わ
れ

み
給

へ
は
、

こ

ろ
う
や

か

ん
に
至

る
迄
、

父
母

の

こ
と
く

に
、
養

ひ
は
ん

へ
る
な

り
。
御

心

さ
し

深
く

は
、
我
姿

を

、
本

の

こ
と
く

、
御
祈

か

へ
し
給

へ
と
、
我

白

骨

を
は

、
王

子

に
と
ひ
給

へ
。
岩

の
下

よ

り
取
出

す

へ
し
。

夫

よ
り

以

て
、

是

よ
り
南

え
九

十

日
行

は
、
国
有

り
。

名

を

は
、

か
ひ
ら

へ
国

と
申
也

。

す

い
ひ
の

む
う
と
申

所

に
、
御
名

を

は
、

ふ

ゆ
上
人

と
申

こ
そ

、

死

に
た

る
者

を

、
本

の
こ
と

く
、
祈

り

か

へ
し

給

ふ
な
り

。
是

へ
尋
行

給

ふ

へ
し
。

今

は
は

や
、

い
と

ま
申

さ

ん
」

と

て
、

か
き
け

す
や
う

に
失

給

ふ
。

 
善

才

王

は
、
う

ち
お
と

ろ
き
、
見
給

へ
は
、

夢

な
り
。

籾

、
念

仏
申

声
、

か
す

か
に
聞

へ
け

れ
は
、

「
あ
ら

ふ
し

き

や
。

か

》
る
お
そ

ろ
し

き
所

に
、

人
間

は

、
よ

も
す

む
ま
し
。

て
ん
く

か
」

と

て
、

声

に

つ
き
尋
給

へ
は
、

歳

の
比

、
七

つ
八

つ
計

の
、
身

は
、

こ
け

む
し

た
る
、
童

子
壱

人
、

こ
ら

う

や

か

ん

の
足

に
、

ま

き

れ
た

る

を
、

御
覧

し

て
、

「
い
か
成

物

そ
。

人

間

か
、

又

は
、

て

ん
く

の
し
よ

い
か
。

し

は
し
止

ま

れ
。
物

と

わ

ん
」

と

仰
有

け

れ
は
、

其
時

、

立

と

》
ま

り
、

王

子
、
申

さ

せ
給

ふ
や

う
、

「
我

は
、
天

狗
、
魔

王

に
て
も

な
し
。

父

は
、
東

条

国

の
善

才

王
、

母

は
、
西

条
国

の
足
引

の
宮

と
申
候

。
父
、

鬼

満
国

の
御
留

守

に
、
千

人

の
后

達
、

無
実

の
事

云

つ
け
ら

れ
、
我

を

は
、
腹

に
持

せ
給

ひ
、

七
月

と
申

に
、
武

士

の
手

に
懸

り
給

ふ
な
り
。
我

を

は
、
武
士

に
暇

を

か
ひ
、

誕
生

し
給

ふ
。

此
拾

弐
年

之
間

、

こ
ら
う

や

か
ん

に
、
や

し
な

わ
れ

て
、
世

を

送

り
さ

む

ろ
う
也

」

と

の
給

へ
は
、
善

才

王
、

聞

召
、

「
我

こ
そ
、

汝

か

父
、
善

才

王
な

り
。

是

へ
参

れ
」

と
、

仰

ら
れ

け

れ

は
、
「
父

と
は
申

な

か
ら

、
十

善

の
玉

を

け
か
し
申

へ
き
」

と
て
、

谷

に
お

り
、

御
身

を
清

め
給

ひ
て
、

父
上

へ
御

よ

り
給

へ
は
、

御
泪

に
む

せ

ひ
、

「
か
く
、

形

身

の
有

つ
る
事

 1'



よ
」

と

て
、
古

の
御
物

語

し
給

ひ
、
「
掬

、
母

の
骨

は
、

い

つ
く

に
有

そ
」

と
、

仰

ら
れ
け

れ
は
、

あ

る
岩

の
間

へ
、

指

を
さ

し
、

と
り
出

し
、
善

才

王

の
前

に
置
給

ふ
。
善

才

王
、
御

覧

し
、
御

涙
、

ひ
と

し
ほ

の
御

思

ひ
、

増

に
け

り
。

 
籾

、
后

の
、

夢

の
御

つ
け

に
ま

か
せ
、
御

骨
を
持

給

ひ
て
、

王
子

を
引

く

し
、

か

ひ
ら

国

へ
渡

ら

せ
給

ふ
。

ほ
と
な

く
、

す

い
ひ
の

む
ろ

へ
着

給

ふ
。

岩

屋

に
持

の
ぞ

き
、

「
物
申

さ
ん
」

と
有

け

れ
は
、

「
た

そ
や
。

此
岩

屋

へ
、

人
間
、

通
所

に

て
な
し
」

と

て
、
出

さ

せ
給

ふ
を

見
給

へ
は
、
香

の
煙

に
ふ
す

ほ
れ

て
、
ひ
た

い
に
は
、
四
海

の
波
を

た

〉
み
、

ま
ゆ

に
は
、

霜
を

た
れ
、
は
く
た

る

ひ
し

り
な

り
。

「
い
か
成
人

そ
」
と
、
と
わ
せ
給

ふ
。

 

「
我

は
、
東
条

国

の
主
、

善
才

王
と
申

者

な
り
。

妻

の
、

は
か
な

く
な

り

し
を
、
歎

き

か
な

し
む
所

に
、
す

い
め
ん

の
内
、

夢

の

つ
け

に
ま

か
せ
、

此
岩

屋

へ
尋
参

り

て
候

な

り
。

后
を
、

も

と

の
姿

に
、
祈

り

か

へ
し

て

た

ひ
給

は

〉
、
有

か

た
か

る

へ
し

。
頼
奉

る
」

と

の
給

へ
は
、

ひ
ち

り
は
、

内

へ
入

せ

給

ひ

て
、

善

才

王
を

岩
屋

へ
請

し
、

「掬

、

后
、

過

さ
せ
給

ひ

て
、

い
か
程

に
成
給

ふ
そ

」
と

、
と

ひ
給

ふ
。

 

「
は

や
、

十

二
年

に
成

候
」

と
、

の
給

へ
は
、

上
人

、
聞

召

、

「
も

は

や
、

叶

ま
し
。
 
一
と
せ

二
と
せ

之
問

こ
そ
、

た
や

す
く
、

せ

め

て
、

五
六

年

に
て

も
あ

ら
は

こ
そ
。

是
は

、
は

や
、
十

二
年

と
候

へ
は
、

思

ひ
も

よ

ら

ぬ
事
な

れ

と
も
、

あ
ま

り
御
歎

候
間

、
祈

り

か

へ
し
申

へ
く

候

へ
は
、

百

三
十

日

に
は
、
又

、

み
た
れ

候
間
、

同

し
御
歎

き
」

と
有

れ
は
、

善
才

王
、

の
給

ふ

は
、

「
恋

し

き

人
を

は
、

夢

に

て
さ

へ
慰

候
。

ま

し

て
、
百

三
十

日

と

は
、

長

き
契

り

に

て
候
」

と
、

悦

申
給

へ
は
、

「
籾
、

死

た

る

人
、

一
年

な

れ
は
、

一
七

日

い
の
り
給

ふ
。

二
年

な

れ
は
、

二
七

日
祈
給

ふ
。
是

は
、
は
や
、

十

二
年

に
て
候

へ
は
、

二
百

日
祈

り
候

へ
し
」

と

て
、

こ

か
ね

の
板

に
金

の
鑓

を
敷

、
大

き
成

ほ
ね
、

ち

い
さ
き

ほ

ね
、

ち
ら

さ

す
、

な

ら

へ
給

ふ
也
。

 

御

首

の
骨

な

か

り

け
れ

は
、

い
か

》
せ

ん
と

な
り
。

「
定

而

、
東

条

国

に
有

へ
し
」

と
、

あ

る

に

よ

つ
て
、

ひ

ち
り
、

王

子
を

、

「
と

り

に
行

へ

し
」
、

ひ
ち

り

の

つ
る

き
を

取
出

し
、

あ

た

へ
給

い
て
、

東

条

国

へ
や

り

給

ふ
。

 

本

の
王
宮

へ
行
給

ひ

て
、

東

せ
ん

王

に
、

此
由

を

一
々

に
申
給

へ
は
、

「
夢

に

も
し
ら

ぬ
」

と
仰

け

る
。

 

籾

、
彼
千

人

の
后
達

は
、
親

の
敵

の
御

事

な
れ

は
、

王

子
、

劔

を
抜

て
、

ふ
り

給

へ
は
、

千
人

の
后
達

の
首

、

一
度

に
、

は
ら
り

と
落

に
け
り
。

其

中

に
、

一
人

の
后
、

か
わ

ら
せ
給

ふ
事

な

し
。

是

は
、
善

才

王

の
御

母

君

也

。

此

后

の
仰

に
は
、

「
足
引

の
宮

の
御

首
、

是

に
有
」

と
仰

け

る
。

く

わ
し

く
尋

給

へ
は
、
南

の
花

薗

に
置

せ
給

ふ
を
、

取
出

し
、

る

り

の
手

箱

の
中

よ

り
、
御

首

の
骨
を

取
出

し
給

ひ
て
、
王
子
、

渡
し
給

ふ
を

、
請

取
、

か
ひ
ら
国

へ
そ
、
飛
給

ふ
。

 

籾

、
御

骨
を

、
揃

へ
な

ら

へ
給

ひ
て
、
衣

を
引

か

つ
け
、

た

ん
を

か
ま

へ
、

祈
給

ふ
。

日
数

重
り

給

ふ
あ
ま

り
、
御

ゆ

か
し

さ
に
、

二
百

日
、

祈

給

ふ
を
、

百
九

十
七

日
と
申

に
は
、
上

の
衣

引

の
け
見
給

へ
は
、

本

の
御

姿
、

少

も

か
わ
ら

せ
給

さ
れ

は
、

お
こ
し
立

給

ふ
な
り
。

こ
ろ

は
、
九

月

十

四
日
、
午

の
刻

と
か
や
。

 

択

、
善

才

王
、
不

斜
悦

ひ
給

ひ
、

互

に
御

涙

に
む

せ
ひ

て
、

あ
わ

れ
そ

ま

さ
り

け
る
。

 

籾

、
善

才

王
は
、

夫
よ

り
も
、

三
年

、
薪

を

ひ
ろ

ひ
給

へ
は
、

后
、

王

子
は
、

谷

の
水

を

む
す

ひ
、

ひ
ち

り

の
御

恩
を
送

り
給

ふ
。

其

時
、

上
人

の
仰

に
は
、

「
此
国

は
、

ほ
ん

ふ

の
住

所

に
而
候

は
す
」

と

て
、

「
神

通
飛
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車

に
の
せ
、
送

り
申

へ
し

」
と
有

け

れ

は
、

善
才

王
、

后
、

よ

ろ
こ

ひ
給

ひ

て
、

御

車

に
召

れ

け

れ

は
、

ひ

ち

り

は
、

三

つ
の
け

ん

を

取
出

し
、

「
此
劔
、

と

》
ま
り

た
ら

ん
所

を
、
住

か
と
定

め
給

へ
」

と
、
南

に
む

い

て
な

け
給

へ
は
、

一
つ
は
、
竜
宮

浄

土

へ
と

》
ま

り
、

一
つ
は
、

小

国

へ

と

〉
ま
り
、

一
つ
は
、

お
ん

か

の
島

に
と

〉
ま

り
け

る
。

 

飛
車

は
、
小

国

へ
飛
給

ふ
な

り
。
内

裏

を
作

り
、
住

せ
給

ふ
と
き

に
、

西
条
国

の
親
兄
弟

、

皆

々
、
し

や
う

国

へ
御

渡

り
有

て
、
御

対
面

被
成

、

御

悦
限

り
な

し
。

 

善
才

王
、

い
か
成
事

に
や
、
后

の
御

妹

子

に
、

御
心

を
移

し
給

ひ
、

ふ

か
き
御

思

ひ

と
な

り

に
け

り
。

后

は
、

此

を
う

ら

み
給

ひ
、

「
か

〉
る
浮

世

に
あ
れ
は
こ
そ
、
物

う
き
事

も
あ
れ

」
と

て
、
又
、
飛
車

に
召

て
飛
給

ふ
。

 

つ
い
に
、
日
本

へ
、

端

正
甲
申

、
十

二
月

十

三
日
、

午

の
刻

に
、
秋

津

島

、
伊
予

の
国

に
そ
落

着
給

ふ
。

 

愛

に
、

白
難
波

に
、

壱

つ
の
鹿

有

り
。
此

鹿

の

こ
ゑ
聞
人

、
皆

、
驚

さ

る
は
な

か
り
け

り
。
此

時
、

推
古

天

王

の
勅

定

と
し

て
、
彼

国

の
住

人

、

佐

伯

の
蔵

人

と
申

者

に
、
此
鹿

を

取

て
参

す

へ
き

よ
し

、
仰
付

ら

れ
け

る
。

 

蔵
人
、

ゐ
ん

せ
ん

を
承

り
、

「
只
世

の
常

の
弓
矢

に
て
は
叶

ひ
候

ま

し
」

と
て
、
和
泉

の
国

の
郡

へ
行

て
、
金

の
弓
金

の
矢

を
作

り
、
彼

所

へ
下

り
、

ね
ろ

ふ
程

に
、
彼

鹿

を
射
留

て
、

天

王

へ
奉

る
。

 

彼
鹿

の
毛
、
常

の
鹿

に
あ

ら
す

。

日
月
星

、
あ

さ
や

か

に
し

て
、

毛

の

色

、

さ
な

か
ら
金

色

な

り
。

天

王
、
御

覧

有

て
、

「
生

な

か
ら

取

て
ま

い

ら

す
し

て
、
射
取

た

る
事
、

も

つ
た

い
な
し

。

よ

の
常

の
鹿

な
り

と
も
、

せ

つ
か

い
、

つ
み

ふ
か
し
。

日
月

星

な
り
。

天

の

お
そ
れ
有

」

と
て
、
蔵

人

を

は
、

安
芸

国
と

周
防

の
国

と

の
さ

か

い
に
、

大
竹

と

云
所

へ
な

か
し

給

ふ
。

 

せ
め

て
の
慰

と

て
、

網

を
も

つ
て
、

お
ん

か
の
島
あ

た

り
を
、

す
く

ふ

所

に
、
西

よ
り
、

紅

の
帆

か
け

た
る
船

来

り

て
、

近
く

な

る
を
見

れ

は
、

金
銀

る
り

な
り
。

苫

の
上

に
は
、

ほ

こ
を
立

、
苫

の
内

に

は
、
誠

に
け
高

き
美

女
、
壱

人

お
わ

し
ま

す
。

 
蔵

人
、

申

け

る

は
、

「
い
か
成

国

の
人

に

て
ま
し

ま

す
そ

」

と
、
申

け

れ

は
、
答

て

の
給

ふ
は
、

「
我

、

是
、

南

天
竺

の
西
条

国

の
姫

宮

な

り
。

日
本

、
安
芸

国

に
来

る
事

は
、
お
う

せ
う

に
近
付

、
衆
生

済

度

の
為
な

り
。

わ

れ
、
既

に
、

此
所

に
而
望

有
。

は

や
く

、
よ

ね
を
、

潮

に

て
洗

ひ
参

ら

せ

よ
」

と
有

け

れ

は
、
蔵

人

、

「
さ

ら

は
」

と

て
、
く

ろ

ま
す

の
宮

に
船

を

よ
せ
、
榊

を
取

て
ま

い
り
、

「
其
数

い
か
ほ

と
そ
」

と
、

と

い
奉

れ

は
、

「
左

は
八

つ
、
右

は
九

つ
、

中

は
十

六
」

と
仰

け
る
。

蔵
人

、
仰

蒙

り
、

三
十

三
膳
備

へ
奉

る
。

 
籾
、

黒

ま

す

の
宮

に
船

を

寄

せ
、

宮

の
体

御

覧
し

て
、

「
天

竺

の

お
か

島

に
も
さ

も
似

た
り
」

と

て
、
滝

の
浦

三
竹

の
浜

に
、

跡
を

た

れ
給

ひ
、

御
宝

前
井

百

八
拾

間

之

回
廊

を

立
給

ひ
け

る

に
、
「
是

程

の
島

も

見
す

、

い

つ
く
し

き
島
」

と
、

仰
有

る

に
よ

り
、
夫

よ

り
厳
島

と

そ
申
な

り
。

 
御

た
く

せ
ん

に
よ

り
、

ま

つ
は
し

め

に
而

、

か
り
殿

を
立

て
、

入
奉

れ

は
、
則

大
権

前

と
申
也

。
足

引

の
宮

の
御
事

に
て
、
御
本

地

は
、

大

そ
う

か

い
、

大

日
如
来

に
て
御
座

。

 
又
、

跡

よ

り
、
善

才

王

、

た

つ
ね

さ

せ
給

ひ

て
、

入
せ

給

へ
は
、

「
ま

れ
人

の
御

入
候
」

と
、

仰
有

に
よ

つ
て
社
、

ま

ろ
う

と
の
権

前

と
申

也
。

是
は
、

善
才

王

の
御
事

に
而

、
御

本
地

は
、

ひ
し
や
も

ん

て
ん

に
御
座
。

 
滝

の
権
前

と
申

は
、

か
ら

ひ
く
せ

ん

の
王
子

の
御
事
也

。

御
本

地

は
、

観
世
音

。

 

又
、

ひ
じ
り

の
権
前

と
申

は
、

か
ひ
ら

国
、

す

い
び

の
室

の
上
人

の
御
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事

に
而
、
御

本
地

は
、

不
動

明
王

に
而
御

座
。

 

あ
ら
ゑ

ひ
す

と
申

は
、
西
条

国

へ
御
使

申

た

る
五
烏

の
事
也

。
末

世

に

は
、
五

か
ら
す

と
申
也

。

 

か
り

の
宮

と
申

は
、

千
人

の
后

の
中

に
、
情

有

も

の
、

善
才

王

の
御

母

君

也
。

 

あ
す

は

の
権
前

と

は
、
御
妹

姫

の
事

な
り

。

 
御

祭
礼

之
事
、

三
月

十
五

日
と

九
月
十

四

日

に
、

定
給

ふ
。

御
首

を
切

せ
給

ふ
日

は
、

三
月
十

五
日

、
又

、

か
ひ
ら

へ
国

に
而
、

祈

か

へ
し
給

ふ

日

は
、
九

月
十

四
日
也

け

れ
は
、
夫

よ

り
、

二
季

の
法

ゑ
を
、

御

つ
い
せ

ん
と
申

な
り
。

 

六
月
十

七
夜

の
く

わ
ん

け
ん

は
、
東
条

国

に
而
、

善
才

王
、

足
引

の
宮

を

こ
ひ
給

ふ
時
、
慰
に
く
わ
ん
け
ん
を

な
し
け
り
、
そ

の

い
わ
れ
と
そ
な
り
。

 

厳
島

に
鹿
を
近

付
給

ふ
事

、

か
う

ひ
く
せ

ん

に
而

、
十

二
年

之
間

、

王

子
を
養

ひ
、
守
護

し
奉

る
故

な
り

。

 

死

た
る
人
を
祈

か

へ
し

て
は
、

百

三
十

日

に

は
み
た

る

》
と
、

す

い
ひ

の
む
ろ

の
上
人

の

の
給

へ
と
も

、
五
年

と
申

五
月

五
日

、
午

の
刻

に
、
さ

》

ゐ

の
郡
、

河
井
村

に
而

、

五
体

は
み

た
れ
給

ふ
也
。

夫

よ
り
、

地

の
権
前

の
御
祭
礼

は
、

五
月

五
日

に
有
。

 

籾
、
き
ら
わ

せ
給

ふ
産

の
忌

は
、
七
十

五

日
、

死

て
の
忌

は
、
百

日
也

。

 

掬
、

蔵
人

は
、

き

ひ

の
思

ひ
を

な

し
、

「
内
裏

へ
そ

う

も
ん
申

さ
ん
」

と
有

け
れ
は
、
御

佗
宣

に
、

「
王
城

の
丑
寅

の
す

み

に
、

き

や
く

せ
ん
星

、

出

給

ふ

へ
し
。
禁
裏

、
お

と
ろ
き
、

あ

や
し

め
給

ふ

へ
し
。
其
時

、

此
由

、

そ
う

も
ん
可
申
也

。
時

に
、

五
鳥

、

お

〉
く
集

り

て
、
榊

の
枝

を

く
わ

へ

て
、
都

へ
あ

つ
む

へ
し
」

と

の
、

御

た
く

せ
ん
あ

る

に
よ

つ
て
、
蔵

人

、

王
城

へ
の
ほ

り
、

此
由

を

そ
う
も

ん
申

に
、

か
ら

す
、
榊

の
枝

を

く
わ

へ

て
、

お

》
<
内

裏

へ
参

り
し

な
り

。

又
、
御

た
く

せ
ん

の

こ
と
く
、

天
上

に
星
出

給

ふ
。

 

大

き

に
驚

き
、
様

々

の
御

祈
薦

に
よ
り
、

蔵
人

を
う

ち
う

へ
ん

に
被
成

也

。
御

供

田
、
百

八
拾

町

の
御
社

領
、
御

寄

進

の
せ
ん

し
、

同
年
十

二
月

二
十

一
日
、
御

宝
前

に
納

給

ふ
。

 

厳
島

大

明
神

の
御

ち

か

い

に
、

「
わ

れ
を
念

す

る
衆

生

は
、

か
う

せ

ん

の
福
喜

、
子
孫

繁

昌
う

た

か

い
な

し
。

若
し

、
不
審

の
衆

生

は
、

子
孫
、

必
ら
す

跡
た

へ
て
、
則

、
其
身

は

わ
る
く

成

へ
し
」

と
、

御

ち

か

い
な

り
。

 

信
心

の
弁

才
天

と
現

ん
し
給

ひ
、

一
切
衆

生
、
諸

願
何

ぞ

万
足

せ
さ

ら

ん
や

と
、
諸
仏

の
じ

ひ

の
本

地
、

ま

ち
く

な

れ
は
、
観

音

、
大

じ
大

ひ

の
せ

い
く

わ
ん

こ
そ
、

世

に
勝
れ

お

わ
し
ま

せ
。

悪
鬼

を
は

ら

い
、
諸
仏

を
敬

ひ
、
仏

法
を
守

し
給

ふ
、
厳

島
大

明
神

と
あ

ら
わ

れ
給

ふ
也

。

 

他
念

な
く

、
御
前

に
参

り

、
念

す

る
奉

は
、
奉

公
め

う

か
、
あ

き
な

ひ

み
や
う

か
、

本
よ

り
、

此
宮

に
喰

草
を

た
く

わ

へ
す
と
有

上

は
、

こ

〉
ろ

正
直

に
し

て
有
な

ら

は
、

一
粒
万

倍

た
か

へ
し
。

近
国
他

国

の
も

の

と
て

も
、
少

も

お
ろ

そ
か

に
た

ま
わ
す

、

と

の
御

せ

い
く
わ

ん
な

り
。
末

世

の

衆

生

に
至

ら
ん
也

。

 

此
本

地

よ
ん

て
、
人

に
ほ
と

こ
さ

は
、
十

度
、

御
前

に
参

り

し

に
ま
さ

る

へ
し
と
、

御

せ

い
願

也
。

ほ
う

け

ん
弐
年

、

三
月
十

六

日

に
、

平

の
朝

臣
清
盛

、
厳
島

の
宮

作

り
思

ひ
立

、
知
安

元

年
比

、
縁

記
を

宝
前

に
納

め

給

ふ
な
り
。

此
縁
記

、
安

永
弐

年
巳

、
閏

三
月

十

五
日
、

徳
地

勧
場

に
而

写
之

。
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